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―
第
五
十
六
回　

松
崎
町
成
人
式
―

　

一
月
十
一
日（
日
）環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

文
化
ホ
ー
ル
で
、
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た

新
成
人
は
、
百
二
十
一
人

（
男
六
十
一
人
、
女
六
十
人
）。

　

式
は
、
式
典
と
「
は
た
ち
祭
り
」
の
二

部
構
成
で
行
わ
れ
、
新
成
人
た
ち
は
、
関

係
者
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
社
会
人
と
し
て

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

式
辞
で
、
深
澤
町
長
は
「
明
日
の
社
会

の
担
い
手
と
し
て
、
国
際
社
会
の
中
の
日

本
人
と
し
て
能
力
を
発
揮
し
て
下
さ
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
小
鹿
晃
一
さ
ん

（
江
奈
一
）
と
高
橋
智
子
さ
ん
（
西
区
）

が
「
松
崎
町
民
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、

未
来
に
向
か
っ
て
一
歩
一
歩
着
実
に
歩
ん

で
い
き
ま
す
。」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

は
た
ち
祭
り
で
は
、
ふ
る
さ
と
ク
イ
ズ

や
ド
ン
ツ
ク
太
鼓
塾
の
演
奏
が
行
わ
れ
、

終
了
後
、
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新成人を代表して力強く宣誓ふるさとクイズ　正解です �

祝
成
人

は
た
ち
の
門
出

百
二
十
一
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

成
人

は
た
ち
の
門
出

百
二
十
一
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

成
人

は
た
ち
の
門
出

百
二
十
一
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

成
人  
は
た
ち
の
門
出   
百
二
十
一
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
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佐 藤  隼 人
（八木山）
大学生

杉 山  　 歩
（伏倉）
鉄道会社

松 本  拓 也
（宮内）
大学生

菊 地  　 翔
（南郷）

自動車メーカー

小
学
校
の
先
生
に
な
り
た
い

仕
事
と
家
庭
を
両
立
さ
せ
た
い

エ
ン
ジ
ニ
ア
を
目
指
し
て
ま
す

家
業 （
自
動
車
鈑
金
） を
継
ぎ
ま
す

藤 井  貴 啓
（江奈4）
専門学校生

栗 田  吏 章
（金沢）
大学生

高橋佳奈子
（東区）
大学生

自
動
車
整
備
士
を
目
指
し
て
ま
す

松
崎
に
帰
っ
て
教
師
に
な
り
た
い

情
報
系
の
仕
事
で
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
に

斉 藤  克 実
（池代）
専門学校生

斉 藤  広 史
（伏倉）
サービス業

鈴 木  茉 里
（南郷）
大学生

マ
ン
ガ
家
を
目
指
し
て
い
ま
す

部
長
ク
ラ
ス
ま
で
昇
進
し
た
い

学
校
の
養
護
教
員
に
な
り
た
い

鈴 木  辰 徳
（雲見）

ダイビング ・ インストラクター

細 田  綾 乃
（江奈2）
百貨店勤務

飯 作  宏 和
（北区）
調理師

家
業 （
ダ 
イ 
ビ 
ン 
グ 
シ 
ョ 
ッ 
プ
） を
継
ぎ
ま
す

来
年
あ
た
り
結
婚
し
た
い

家
業 （
レ
ス
ト
ラ
ン
） を
継
ぎ
ま
す

菊池まゆ美
（松尾）
大学生

関　   大 輔
（南郷）
大学生

斉 藤  和 昌
（池代）
大学生

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
な
り
た
い

教
師
を
目
指
し
て
ま
す

翻
訳
家
に
な
り
た
い

元３年１組担任
堤  　 雅 文先生
 （現西伊豆中学校）

　成人おめでとう。５年ぶりに会っ

て、それぞれ５年間をムダにせず成

長しているなと感じました。

　まだまだ先の長い人生なので、一

歩一歩着実に進んでいって下さい。

　中学を卒業して早５年、成人式で

は晴れやかな顔に出会うことができ

ました。

　５年間にいろいろな人生の選択が

あり、それぞれの顔に様々な今があ

りました。立ち止まってもいい、し

かし、必ず「前へ」進もう。踏ん張

れ。誠実に歩め。そう願っています。

元３年２組担任
栗原やすえ先生
（現松崎中学校）

元３年３組担任
山 本  憶 久先生
（現松崎中学校）

　この間まで中学生だったと思って

いたら、もう成人式ですね。中学生

のころはとてもパワーのある学年だっ

たと思います。

　これからもあの時のパワーを活か

して、いろいろな社会、環境のなか

でがんばって下さい。

メッセージ

恩
師
か
ら
の

メ ッ セ ー ジ

恩
師 
か 
ら 
の



　

観
測
さ
れ
た
現
象
が
前
兆
現
象

で
あ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
場
合

に
発
表
さ
れ
ま
す
。

◎
東
海
地
震
に
対
処
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
防
災
準
備
行
動
が

と
ら
れ
ま
す
。

　

○
必
要
に
応
じ
、
児
童
・
生
徒

の
帰
宅
等
の
安
全
確
保
対
策

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

○
救
助
部
隊
、
救
急
部
隊
、
消

火
部
隊
、
医
療
関
係
者
等
の

派
遣
準
備
が
行
わ
れ
ま
す
。

◎
気
象
庁
に
お
い
て
、
東
海
地
震

発
生
に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
を

検
討
す
る
判
定
会
が
召
集
さ
れ

ま
す
。

◎
住
民
の
方
は
、
家
の
中
や
非
常

持
ち
出
し
品
を
再
点
検
し
て
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
の
情
報
に
注

意
し
、
政
府
や
自
治
体
な
ど
の

呼
び
掛
け
に
従
っ
て
行
動
し
て

下
さ
い
。

　

観
測
さ
れ
た
現
象
が
東
海
地
震

の
前
兆
現
象
で
あ
る
と
直
ち
に
判

断
で
き
な
い
場
合
や
、
前
兆
現
象

と
は
関
係
が
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
場
合
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

◎
防
災
対
応
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
国
や
自
治
体
等
で
は
情
報
収
集

体
制
が
と
ら
れ
ま
す
。

◎
住
民
の
方
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
等
の
情
報
に
注
意
し
、
平
常

ど
お
り
お
過
ご
し
下
さ
い
。

　

気
象
庁
で
は
、
東
海
地
震
の

前
兆
の
疑
い
が
あ
る
異
常
を
感

知
し
た
場
合
に
発
す
る
事
前
情

報
に
つ
い
て
、
従
来
の
解
説
情

報
・
観
測
情
報
・
判
定
会
召
集

報
・
地
震
予
知
情
報
の
四
段
階

か
ら
、
観
測
情
報
・
注
意
情
報
・

予
知
情
報
の
三
段
階
に
切
り
替

え
ま
し
た
。

　

東
海
地
震
の
発
生
が
予
想
さ

れ
る
地
域
で
の
異
常
な
地
殻
変

動
や
地
震
活
動
、
歪
計
の
デ
ー

タ
の
異
常
等
が
あ
っ
た
場
合
、

東
海
地
震
発
生
の
切
迫
度
に
応

じ
て
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を
通
じ

て
発
表
さ
れ
る
他
、
町
の
広
報

で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

各
情
報
に
対
す
る
主
な
防
災

対
策
は
、下
記
の
と
お
り
で
す
。

発
表
さ
れ
た
情
報
に
応
じ
て
、

各
家
庭
や
事
業
所
な
ど
で
防
災

体
制
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
突
発
的
な
地
震
発
生

に
対
す
る
備
え
も
万
全
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

東
海
地
震
の
発
生
の
恐
れ
が
あ

る
と
判
断
し
た
場
合
に
発
表
さ
れ

ま
す
。

◎
「
警
戒
宣
言
」
が
発
せ
ら
れ
ま

す
。

◎
地
震
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ

れ
ま
す
。

◎
津
波
や
崖
崩
れ
の
危
険
地
域
か

ら
の
住
民
避
難
や
交
通
規
制
の

実
施
、
百
貨
店
等
の
営
業
中
止

な
ど
の
対
策
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

◎
住
民
の
方
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
等
の
情
報
に
注
意
し
、
東
海

地
震
の
発
生
に
充
分
警
戒
し
て

行
動
し
て
下
さ
い
。

　

東
海
地
震
は
プ
レ
ー
ト
（
地
球

表
面
を
覆
う
厚
さ
数
十
〜
百
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
程
度
の
岩
石
の
層
）
の

境
界
で
起
こ
る
地
震
で
す
。プ
レ
ー

ト
境
界
は
普
段
は
強
く
く
っ
つ
い

て
い
ま
す
が
、
東
海
地
震
の
前
に

は
プ
レ
ー
ト
の
圧
力
で
滑
り
始
め
、

最
終
的
に
は
大
き
く
ず
れ
て
東
海

地
震
が
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

最
終
的
に
大
き
く
ず
れ
る
前
の

滑
り
始
め
に
地
盤
の
歪
み
や
小
さ

な
地
震
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

を
東
海
地
震
の
前
兆
現
象
と
い
い

ま
す
。

東
海
地
震
の
前
兆
の
疑
い
が
あ
る
場
合
、
段
階
に
応
じ
て
観
測
情
報
・
注
意
情
報
・
予
知
情
報
を
発
表
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前
兆
現
象
と
は

東
海
地
震
観
測
情
報

東
海
地
震
注
意
情
報

東
海
地
震
予
知
情
報

東
海
地
震
観
測
情
報

東
海
地
震
観
測
情
報

東
海
地
震
注
意
情
報

東
海
地
震
注
意
情
報

東
海
地
震
予
知
情
報

東
海
地
震
予
知
情
報

―
東
海
地
震
の
新
事
前
情
報
―

―
東
海
地
震
の
新
事
前
情
報
―

―
東
海
地
震
の
新
事
前
情
報
―

東
海
地
震
に
備
え
て

東
海
地
震
に
備
え
て

東東
海海
地地
震震
にに
備備
ええ
てて
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 【
特
別
功
績
章
】

 【
三
十
年
勤
続
功
労
章
】

　

四
―
三　

部
長　

加
藤　

豪
一

 【
功
績
章
】

 【
二
十
五
年
勤
続
功
労
章
】

　

副
団
長　

中
村　

一
夫

 【
特
別
功
労
章
】

 【
二
十
年
勤
続
功
労
章
】

　

二
分
団
長　

山
田
宗
太
郎

　

三
―
二　

部
長　

馬
場　

正
孝

　

五
―
二　

班
長　

後
藤　

静
夫

　

五
―
二　

団
員　

菊
池　

義
和

 【
町
長
感
謝
状
】

　

真
野　

竜
希　

松
崎
中
学
二
年

　

関　
　

翔
馬　

松
崎
中
学
二
年

　

山
本　

泰
士　

松
崎
高
校
一
年

　

石
田　

佑
太　

松
崎
中
学
二
年

　

一
月
四
日 （
日
）松
崎
小
学
校
グ

ラ
ン
ド
で
恒
例
の
松
崎
町
消
防
団

出
初
式
が
開
催
さ
れ
、
団
員
二
百

三
十
七
人
が
新
年
の
防
災
を
誓
い

ま
し
た
。

　

式
辞
で
、
内
田
団
長
は
「
町
民

の
生
命
・
身
体
及
び
財
産
を
守
る

と
い
う
我
々
の
使
命
は
不
変
で
あ

る
。
そ
の
使
命
に
誇
り
を
持
ち
、

自
分
達
の
町
は
自
分
達
で
守
る
と

い
う
郷
土
愛
護
の
精
神
に
燃
え
、

平
穏
で
安
全
な
住
み
良
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
な
お
一
層
の
活
動

と
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
優
良
消
防
団
員
と
し

て
七
十
七
人
が
表
彰
を
受
け
る
と

と
も
に
、
一
昨
年
十
二
月
に
江
奈

地
区
で
発
生
し
た
住
宅
火
災
で
積

極
的
に
初
期
消
火
活
動
に
協
力
し

た
高
校
生
一
人
、 中
学
生
三
人
に
町

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
消
防
車
十
九
台

に
よ
る
町
内
パ
レ
ー
ド
、
一
斉
放

水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
い
よ
い
よ
西
豆
三
町
村

合
併
の
可
否
を
判
断
す
る
節
目

の
年
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
六
月
に
設
置
さ
れ
た
西

豆
三
町
村
合
併
協
議
会
は
、
一

月
末
ま
で
に
八
回
の
会
合
が
開

催
さ
れ
た
他
、
新
町
名
称
及
び

事
務
所
の
位
置
選
定
小
委
員
会
、

新
町
建
設
計
画
策
定
小
委
員
会
、

議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の

取
り
扱
い
等
小
委
員
会
の
三
つ

の
小
委
員
会
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
積
極
的
に
事
務
の
す
り
合

わ
せ
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

事
務
の
調
整
で
、
最
も
難
し

い
事
項
と
言
わ
れ
る
新
町
の
名

称
や
事
務
所
の
位
置
、
更
に
は

財
産
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
現
在
調
整
し
て
い
る
段
階

で
す
が
、
そ
の
他
に
も
多
く
の

す
り
合
わ
せ
項
目
が
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
急
ピ
ッ
チ
で

調
整
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

今
後
の
日
程
と
し
て
は
、
七

月
頃
ま
で
に
予
定
さ
れ
て
い
る

事
務
の
す
り
合
わ
せ
を
終
了
さ

せ
、
今
年
九
月
の
町
議
会
で
最

終
的
な
合
併
の
可
否
を
議
決
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
下
田

市
・
河
津
町
・
南
伊
豆
町
の
三

市
町
に
お
い
て
は
、
法
定
合
併

協
議
会
が
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
自
治
組
織
や
財

産
債
務
等
に
つ
い
て
調
整
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

西
豆
三
町
村
で
は
こ
の
よ
う

な
こ
と
の
な
い
よ
う
、
合
併
に

向
け
て
し
っ
か
り
議
論
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
合
併
協
議
会
や
各
小

委
員
会
の
詳
し
い
協
議
内
容
等

は
、
随
時
発
行
さ
れ
て
い
る
合

併
協
議
会
だ
よ
り
（
第
三
号
ま

で
発
行
済
）
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

無無無無無無無無無無無
事事事事事事事事事事事
故故故故故故故故故故故
・・・・・・・・・・・
無無無無無無無無無無無
火火火火火火火火火火火
災災災災災災災災災災災
ををををををををををを
誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓
ううううううううううう

（
一
部
抜
粋
・
敬
称
略
）

表　
　

彰

消
防
団
出
初
式

消
防
団
出
初
式

消
防
団
出
初
式

消
防
団
出
初
式

西
豆
三
町
村

合
併
に
向
け
て

西
豆
三
町
村

西
豆
三
町
村

合
併
に
向
け
て

合
併
に
向
け
て
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町
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
町
行
政
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
行
政
情
報
の
開
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
町
職
員
の
給
与
等
の
状
況
を
公
表
し
ま
す
。
町
職
員
の
給
与

は
、
国
及
び
他
の
市
町
村
の
職
員
並
び
に
民
間
事
業
所
の
給
与
等
を

考
慮
し
て
定
め
る
よ
う
地
方
公
務
員
法
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
度
普
通
会
計
決
算

に
占
め
る
人
件
費
の
割
合
は
左
図

に
示
す
と
お
り
で
す
。
歳
出
総
額

三
十
八
憶
四
千
七
百
二
十
二
万
五

千
円
の
う
ち
、
二
十
一
・
四
％
に

あ
た
る
八
憶
二
千
二
百
十
六
万
五

千
円
が
人
件
費
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
人
件
費
は
町
職
員
に
支
払

わ
れ
る
給
与
の
ほ
か
、
町
議
会
議

員
や
各
種
委
員
な
ど
の
特
別
職
に

支
払
わ
れ
る
給
与
、
報
酬
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

●職員の平均給与月額 ・ 平均年齢の状況（平成15年4月１日現在）

技能労務職一般行政職

平均年齢平均
給与月額平均年齢平均

給与月額

47.1歳253,636円41.1歳341,172円

●職員給与費の状況 （普通会計予算） 　（平成15年度）

1人当たり
給与費
（Ｂ／Ａ）

給与費職員数

Ａ 計　Ｂ期末・
勤勉手当職員手当給　料

609万円6億4,535万円1億5,920万円1億1,103万円3億7,512万円106人

●初任給の状況 　（平成15年4月1日現在）

松　崎　町区　　分

171,500円大 学 卒一
般
行
政
職 144,000円高 校 卒

185,600円大 学 卒
採
用
2
年
経
過

後
の
給
料
額

155,000円高 校 卒

●期末・勤勉手当の状況 　（平成15年4月1日現在）

計12月6 月区  分

3.25月分1.70月分1.55月分期末松   
崎   
町 1.40月分0.70月分0.70月分勤勉

●特別職の報酬 　（平成15年4月1日現在）

期末手当給　　与区　　分

4.65月分720,000円町　長
給　
　

料

〃582,000円助　役

〃542,000円収入役

〃513,000円教育長

3.50月分273,000円議　長
報　

酬
〃208,000円副議長

〃187,000円議　員

●一般行政職の級別職員数の状況　 （平成15年4月1日現在）

計

8級7級6級5級4級3級2級1級区分

課長課長課長
補佐係長主任

主査
主任
主事主事主事補標準的

な職名

65人3人7人8人10人11人14人11人1人職員数

100％5％11％12％15％17％22％17％1％構成比

報酬等
57,700千円
（7.0％）

［平成14年度］

給料
393,540

千円　
（47.9％）

職員手当等
271,348

千円　
（33.0％）

共済費
99,577千円
（12.1％）

人件費
822 , 165
千円

町
職
員
給
与
等
の
状
況

町
職
員
給
与
等
の
状
況

町町
職職
員員
給給
与与
等等
のの
状状
況況
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文
化
ホ
ー
ル
の
ス
ピ
ー
カ
ー
に

つ
い
て
、
以
前
か
ら
感
度
が
悪
い

と
評
判
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
の
講
師
の
先
生
の
話

が
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
不
調
に
よ
っ

て
阻
害
さ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り

ま
す
。

　

現
状
で
充
分
と
す
れ
ば
そ
れ
ま

で
で
す
が
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
悪
さ

で
不
快
感
を
味
わ
う
の
は
私
だ
け

で
し
ょ
う
か
？

―
岩
科　

男
性
―

　

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー

ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和
六
十

年
の
開
館
以
来
各
種
講
演
会
、
音

楽
発
表
会
、
郷
土
芸
能
な
ど
町
民

の
皆
様
を
は
じ
め
毎
年
二
万
人
の

方
々
に
ご
利
用
頂
い
て
い
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
音
響
関
係
は
、ス
ピ
ー

カ
ー
の
増
設
や
配
置
・
角
度
の
変

更
、
反
響
を
抑
え
る
た
め
の
吸
音

板
の
設
置
等
こ
れ
ま
で
何
度
か
改

善
を
試
み
て
い
ま
す
が
、
な
か
な

か
皆
様
に
満
足
頂
け
る
よ
う
な
状

態
に
至
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
定
期
的
に
調
整
し
て
い

き
ま
す
が
、
利
用
者
の
皆
様
に
は

マ
イ
ク
の
音
量
・
音
質
等
の
調
整

で
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
振
興
公
社
）

　

東
海
地
震
発
生
が
切
迫
し
て
い

る
と
叫
ば
れ
て
い
る
な
か
、
地
震

に
よ
る
津
波
が
心
配
で
す
。

　

那
賀
川
河
口
の
水
門
建
設
は
難

し
い
よ
う
で
す
が
、
ぜ
ひ
南
川
に

水
門
を
設
置
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

江
奈
地
区
で
は
、
水
門
の
建
設

を
望
ん
で
い
る
人
が
多
い
の
で
、

代
表
し
て
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

―
江
奈　

女
性
―

　

予
想
さ
れ
る
東
海
地
震
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
蓄
積
が
限
界
に
達
し

て
お
り
、
い
つ
起
き
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
に
あ
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

心
配
さ
れ
て
い
る
南
川
水
門
に

つ
き
ま
し
て
は
、
那
賀
川
水
系
河

口
周
辺
治
水
対
策
委
員
会
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
県
に
設
置
を
働
き

か
け
て
い
こ
う
と
い
う
意
見
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
江
奈
地
区
の
区
長
さ
ん

方
か
ら
も
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
近
い
う
ち
に
松
崎
海

岸
の
保
全
整
備
を
含
め
た
中
で
地

域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
、
県

に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
産
業
建
設
課
）

　
「
風
を
集
め
て
美
し
い
地
球

を
守
ろ
う
。」
と
い
う
動
き
が

今
盛
ん
で
す
。
そ
の
目
的
は
発

電
で
、
風
と
い
う
ク
リ
ー
ン
で

大
き
く
、
強
い
無
限
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
松
崎
町

で
は
、
昭
和
五
十
六
年
に
牛
原

山
で
風
況
調
査
を
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
し
た
が
、
年
間
を
通
し

て
風
力
不
足
と
い
う
こ
と
で
、

風
力
発
電
は
実
現
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

そ
の
当
時
に
比
べ
現
在
の

風
力
発
電
技
術
は
格
段
の
差

が
あ
る
そ
う
で
す
。
最
近
、

友
人
よ
り
「
伊
豆
の
西
海
岸

に
風
力
発
電
の
適
地
は
無
い

だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

西
風
を
有
効
利
用
す
る
こ

と
は
お
お
い
に
結
構
と
話
し

て
別
れ
ま
し
た
が
、
実
現
出

来
る
と
観
光
面
に
も
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

町長室からこんにちは　26
　

駿
河
湾
対
岸
の
御
前
崎
町
、

東
海
岸
の
東
伊
豆
町
、
松
崎
町

の
「
風
の
プ
ロ
ペ
ラ
、
風
車
ラ

イ
ン
」
で
、
静
岡
県
の
観
光
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

と
考
え
る
と
夢
は
ふ
く
ら
み
ま

す
。

　

新
年
の
夢
。
現
実
に
な
っ
た

ら
う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
。

深
澤　

進

松
崎
町
長

西
風
に
思
う
こ
と

� ����������������������������������������������������������

議会事務局　４２－３９６１
町 長 公 室　４２－３９６２
総 務 課　４２－３９６３
商工観光課　４２－３９６４

生活環境課　４２－３９６９
出 納 室　４２－３９７０
教育委員会　４２－３９７１
振興公社推進本部 　４２－１８８１

役場への
お問い合わせは
各課直通電話へ

どうぞ

町民の広場町民の広場町民の広場
産業建設課　４２－３９６５
健康福祉課　４２－３９６６
町 民 課　４２－３９６７
税 務 課　４２－３９６８

風力発電機の並ぶ風景
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【２月の救急当番医　西伊豆地区】

� ����������������������������������������������������������

スポーツ安全保険

���������	
��
�

��������	
��
��

���������

��������	
��
��

��������	
��
��

��������	
��
��

���������	
�	�


��������	
��
��

���������	�
�

は日曜・祝祭日　＊時間等は当番医で確認して下さい。

－

短
歌－

松
崎
文
芸

松
崎
文
芸

正
月
に
間
に
合
う
様
に
と

沢
庵
漬
け
る
重
石
に
注
意
と
自
ら
さ
と
し

ス
ト
ー
ヴ
に
両
手 
翳 
し
て
温
む
な
り

か
ざ

寒
さ
厳
し
き
霜
の
夜
明
け
は

ブ
ラ
ン
ド
品
今
更
吾
は
何
を
欲
る

手
に
と
り
て
見
て
は
棚
に
戻
し
ぬ

存
分
に
空
に
ひ
ろ
が
る
い
わ
し
雲

た
そ
が
れ
な
れ
ば
う
ろ
こ
色
ま
す

コ
ス
モ
ス
の
ゆ
れ
ゐ
る
道
を

通
り
ゆ
く
夫
に
歩
幅
を
合
は
せ
て
歩
く

い
つ
し
か
に
涙
あ
ふ
れ
て
ゐ
た
り
け
り

月
光
の
曲
の
そ
ぞ
ろ
切
な
く

真
田
太
平
記
あ
の
幸
村
に
魅
せ
ら
れ
て

幾
た
び
と
な
く
読
み
返
し
て
ゐ
る

く
る
し
み
の
身
に
添
ひ
く
れ
し

補
ひ
の
杖
の
握
り
に
滑
り
止
め
巻
く

当
る
こ
と
外
れ
る
こ
と
の

常
に
あ
り
と
知
る
も
外
れ
る
こ
と
の
多
か
り

船
津
き
く

佐
藤
丈
夫

坂
倉
の
ぶ

笹
本
藤
子

藤
井
せ
い

中
村
宣
子

高
橋
浪
子

山
本
し
づ
子

平
馬
文
枝

 【保険期間】
平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日
 【掛け金】　（１人　年額）
中学生まで　 　５００円
高校生以上　１，５００円
老　　　人　 　８００円
 【問合せ】教育委員会 �４２－３９７１
　　　　 �スポーツ安全協会静岡支部

�０５４－２２１－３１７５

保健師だより保健師だより

� � �� � ���� � �� � ���� � �� � ���

�����
��������

�����
��������

�����
�����

� � � �
��������

� � � �
��������

�����
�����
��������

�����
��������

���

������
��������

�����
��������

�����
�����

������
��������

�����
��������

�����
�����

� � � �
��������

�����
��������

����
����

　ムシ歯予防は正しい歯磨き・正しい食

生活に加えてフッ素塗布の応用が必要で

す。

　フッ素は再石灰化を促進し、さらに歯

の質を強化したり、ムシ歯菌の働きを抑

えます。世界の多くの国で使用され、大

きな効果をあげています。

　フッ素の利用方法には、フッ素入り歯

磨き剤、幼児へのフッ素塗布、幼児・児

童へのフッ素洗口などがあります。

　町では、１歳半から３歳半になるまで

６ヵ月おき、計５回フッ素塗布を実施し

ています。対象のお子さんには個人通知

しています。この機会にぜひフッ素塗布

を受けましょう。

ぼ
く
た
ち ・ 
わ
た
し
た
ち
ム
シ
歯
は
な
い
よ

フ
ッ
素
塗
布
や
っ
て
ま
す

フフ
ッッ
素素
塗塗
布布
やや
っっ
てて
まま
すす

土 屋 征 也くん
（伏倉）

渡 � 龍 磨くん
（宮内）

加 藤 亜 門くん
（江奈3）

石 原 香 那ち ゃ ん
（南郷）

森 　 友 来くん
（江奈2）

菊 地  　凛ちゃん
（江奈4）

岡 村 太 佑くん
（西区）

一
月
の
三
歳
児
健
診

で
ム
シ
歯
の
な
か
っ

た
お
子
さ
ん
達
で
す
。

９ 

� ����������������������������������������������������������

� ����������������������������������������������������������

� ����������������������������������������������������������

町のできごと町の で き ご と

� �����

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� ����� �
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� �����

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� ����� �
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� �����

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�

�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� ����� �
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

新
春
の
行
事
と
し
て
古
く
か
ら

受
け
継
が
れ
て
い
る
「
ど
ん
ど
焼

き
」
が
町
内
各
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

各
家
庭
か
ら
持
ち
寄
ら
れ
た
門

松
や
し
め
飾
り
な
ど
を
円
す
い
状

に
組
み
上
げ
た
「
塞
の
神
」
に
火

を
点
け
る
と
、
火
の
粉
を
上
げ
な

が
ら
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
り
ま
し

た
。

　

集
ま
っ
た
人
た
ち
は
、
火
の
勢

い
が
収
ま
る
の
を
待
っ
て
柳
の
枝

に
刺
し
た
団
子
や
餅
を
焼
い
て
食

べ
、無
病
息
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

一
月
十
七
日
・
十
八
日
の
両
日
、

石
部
区
で
、
伊
志
夫
神
社
祭
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
く
か
ら
続
く
ま
つ
り
は
、
本

来
秋
の
収
穫
祭
と
し
て
十
月
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
大
正
時
代

か
ら
一
月
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

十
七
日
に
は
、
浜
降
り
が
行
わ

れ
、
今
年
の
豊
漁
・
豊
作
が
祈
願

さ
れ
た
後
、
太
鼓
が
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。
十
八
日
は
、
お
か
め
や
獅

子
、「
も
っ
く
り
」
が
地
区
内
の

家
の
悪
魔
払
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
月
十
九
日
（
月
）、
江
奈
舟

寄
神
社
で
弓
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
、
掛
川
藩
の
領
地
と

し
て
陣
屋
が
置
か
れ
て
お
り
、
足

軽
た
ち
が
毎
月
十
九
日
に
弓
の
修

練
を
行
っ
て
い
た
も
の
が
神
事
と

結
び
つ
い
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
雨
の
た
め
矢
場
の
安

全
を
祈
願
す
る
神
事
の
み
行
わ
れ
、

弓
愛
好
家
に
よ
る
無
病
息
災
・
五

穀
豊
穣
を
祈
念
す
る
射
会
は
翌
日

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

那
賀
川
・
岩
科
川
河
口
で
、
冬

の
風
物
詩
「
川
の
り
採
り
」
が
最

盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ
や
ゴ
ム
長
靴

と
い
う
い
で
た
ち
で
、
潮
が
引
く

の
を
待
っ
て
川
に
入
っ
た
皆
さ
ん

は
、
七
十
セ
ン
チ
程
に
成
長
し
た

川
の
り
を
、
手
際
よ
く
採
っ
て
ザ

ル
に
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

採
れ
た
川
の
り
は
、
よ
く
水
洗

い
し
、
ス
ノ
コ
で
乾
燥
さ
せ
て
か

ら
出
荷
さ
れ
ま
す
。

ど
ん
ど
焼
き

石
部
区
祭
典

弓

ま

つ

り

川
の
り
採
り
最
盛
期

▲1／11  宮内で
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暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

　

月
２

ＮＨＫ学園生徒募集

　「相続登記」は手続きすべき期間

が定められていないため、とかく

遅れがちですが、相続登記をせず

に長期間放置すると、㈰新たな相

続人が発生して相続関係が複雑に

なる、㈪逆に相続人が死亡して遺

産を相続すべき人が居なくなって

しまうなど、解決が困難になる場

合があります。

　静岡県司法書士会では、毎年２

月を「相続登記はお済みですか月

間」として、早めに相続登記を進

めていただくため、県下の司法書

士事務所では今月の相続登記に関

する相談には無料でお答えしてい

ます。

　また、２月７日 （土） 午前１０時か

ら午後５時まで電話無料相談会

（�０１２０－２８９３７７）を開催します

ので、お気軽にご相談下さい。

　昨年中に家屋の新築・増改築し

た方や未登記家屋の売買などがあっ

た方は、 税務課への届出が必要です。

　まだ手続きの済んでいない方は、

税務課までご連絡下さい。

 【問合せ】　税務課　�４２－３９６８

　毎年３月下旬は、自動車の登録・

検査の申請手続きが通常の月の３

倍程に増加し、窓口が大変混雑し

ます。このため、申請処理に時間

がかかり申請者の皆様にはご迷惑

をおかけすることになります。

　特に、年度末の３日間は、時に

は２～３時間もお待ちいただくこ

とになりますので、自動車の登録・

検査などの手続きは、なるべく３

月上旬までにお済ませ下さい。

　登録・検査の手続き案内は、テ

レホンサービスで２４時間お応え

します。（�０５５－９６８－８６８６）

 【問合せ】沼津自動車検査登録事務所

登録について　�０５５－９６７－１１７７

検査について　�０５５－９６７－１１７８

　「みんなでつくろう緑の空港」を

合言葉に空港のり面に植樹する空

港の森づくりの参加者を募集しま

す。

 【日　時】　３月７日 （日）

　　　　　 午前９時半～

 【会　場】　静岡空港建設地内

 【問合せ】　静岡空港建設事務所

　　　　　�０５４７－３７－８９１６

　学校法人ＮＨＫ学園では、平成

１６年度通信制高等学校、専攻課程

等の生徒を募集しています。

◎高等学校

　㈰　普通科　履修年数３年

　㈪　選科　　履修年数１年

◎専攻課程

　㈫　社会福祉コース

　㈬　社会福祉士養成課程

◎生涯学習通信講座

 【募集対象】

　㈰、㈪は中学校を卒業した方、

または今年卒業見込みの方、高等

学校中退者等。

　㈫は高等学校を卒業した方、ま

たは今年卒業見込みの方。

　㈬は４年制大学卒業者、または

短大、高等学校卒業後、福祉施設

で２～４年以上の相談援助業務経

験者。

 【問合せ・申込み】

ＮＨＫ学園広報部

〒１８６－８００１

東京都国立市富士見台２－３６

ＴＥＬ　０ ４ ２ － ５ ７ ２ － ３ １ ５ １

ＦＡＸ　０ ４ ２ － ５ ７ ４ － １ ０ ０ ６

相続登記はお済みですか？

忘れていませんか？家屋異動届

自動車の登録 ・ 検査はお早めに ！

森の空港ルネッサンス作戦

１１ 

　下田市、賀茂郡所在の不動産に

対する競売事件は、これまで静岡

地方裁判所下田支部で取り扱って

きましたが、平成１６年２月１日か

ら、取り扱う裁判所が静岡地方裁

判所沼津支部に変わります。

　ただし、２月１日以降も下田市、

賀茂郡所在の不動産に関する競売

物件ファイル（物件明細書、現況

調査報告書、評価書）及び入札書

など入札に必要な書類は、下田支

部に備え置きます。

　詳しいことは、静岡地方裁判所

下田支部 （�２２－０１６１） にお問い合

わせ下さい。

今月の納税

固定資産税　第４期

　平成１５年１２月３１日現在

　　　　（　）内は前年対比

　　人身事故　４７件　（＋２）

　　物損事故　１２１件　（－１２）

　　死　　者　０人　（－１）

　　傷　　者　６３人　（＋１３）

町の交通事故

１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９１２３４５６
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 【日時】  ２月５日 （木）

　　　　１０：００～１５：００

 【場所】　生涯学習センター

　　　　ふれあいホール

 【問合せ】　町民課　� ４ ２ － ３ ９ ６ ７

 【日時】  ２月２５日 （水）

　　　　１１：４５～１２：００

 【場所】　松崎町役場

特設人権・行政相談

　最低賃金額　６７１円／時間

　最低賃金は、アルバイトやパー

ト等を含むすべての労働者に適用

されます。

　最低賃金制とは、最低賃金法に

基づき国が賃金の最低限度を定め、

使用者は最低賃金以上の賃金をは

らわなければならないという制度

です。

 【問合せ】　静岡労働局賃金室

　　　　　�０５４－２５４－６３１５

静岡県の最低賃金

　２月は、政府の呼びかけによる

省エネルギー月間です。暖房の温

度設定の見直しや、使っていない

部屋の電気をこまめに切る等、省

エネルギーについて考えましょう。

入札結果のお知らせ

２月は省エネルギー月間です。 

〔500万円以上の入札結果〕
 【工事名】　平成１５年度中川地区水道本管　
　　　　　布設替工事
 【金　額】　１０５，０００，０００円
 【工　期】　平成１５年１２月１７日～
　　　　　　　　平成１６年３月２５日
 【業者名】　東亜・赤沢・豊島
　　　　　特定建設工事共同企業体
 【工事名】　平成１５年度大沢水管橋新設工事
 【金　額】　５６，７００，０００円
 【工　期】　平成１５年１２月２７日～
　　　　　　　　平成１６年３月２５日
 【業者名】　東亜建設工業�静岡営業所

お話会のお知らせ

 【日時】　２１日 （土）午前１０時３０分

 【対象】　小学２年生以上

２月の休館日

１日 （日）、２日 （月）、９日 （月）、

１１日 （水）、１６日 （月）、２３日 （月）、

２７日 （金）　館内整理日

 【問合せ】　図書館　�  ４  ２  －  ３  ９  ７  ２

　入湯税の申告・納付は徴収した

月分を翌月の１５日までにお願いし

ます。

　２月の出張徴収は、住民税申告

受付のため行いませんのでご承知

下さい。

入湯税出張徴収

裁判所からのお知らせ
図書館だより

犬・猫ひきとり

2月17日 （火）  13：30   立候補説明会（環境センター大会議室）
2月24日 （火）   8：30   立候補受付（環境センター研修室）
2月29日 （日）  投票日　【問合せ】 松崎町選挙管理委員会 �42－1111

農業委員会委員選挙について
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 １２

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校
ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば

校
ひ
ろ
ば

（32）

�
四
二－

〇
〇
〇
三

　

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

　

本
校
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
に
地
域
の
方
に
講
師
に
な
っ

て
い
た
だ
き
、
お
話
を
伺
う
時
間

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

色
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
地
域
の
先
輩
方
の
具

体
的
な
お
話
を
聞
き
な
が
ら
、
子

供
た
ち
は
、
こ
ん
な
仕
事
や
活
動

を
し
て
み
た
い
と
か
、
こ
ん
な
生

き
方
を
し
た
い
と
い
っ
た
感
想
を

持
ち
ま
す
。
何
よ
り
も
、
郷
土
の

先
輩
に
直
に
接
し
て
先
輩
を
誇
り

に
思
い
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
郷

土
を
愛
す
る
心
を
育
ん
で
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
昨
年

度
ま
で
は
朝
の
短
い
時
間
を
充
て

て
い
た
の
を
、
今
年
度
は
一
時
間

に
延
長
し
ま
し
た
。

　

一
回
目
は
、
町
議
会
議
員
さ
ん

に
「
私
の
夢
と
願
い
」
に
つ
い
て

お
話
い
た
だ
き
、
政
治
家
を
志
し

た
思
い
や
私
た
ち
の
生
活
と
政
治

の
関
わ
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

二
回
目
は
、
中
川
の
駐
在
さ
ん

が
「
子
供
の
頃
の
こ
と
・
私
の
仕

事
」
に
つ
い
て
お
話
下
さ
り
、
日

二
〇
〇
四
年
二
月
一
日
発
行

通
刊　

第

四

七

七

号

広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
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静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

�〈
〇
五
五
八
〉四
二－

三
九
六
二
�〈
〇
五
五
八
〉 四
二－

三
一
八
三

発
行　

静
岡
県
松
崎
町　

編
集　

町
長
公
室

印
刷　

�
山
本
印
刷

松崎町ホームページアドレス　http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

21世紀松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

頃
私
た
ち
の
安
全
を
守
っ
て
下
さ
っ

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
よ
り
身
近

に
感
ず
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

三
回
目
の
人
力
車
「
伊
豆
松
崎

組
」
の
方
は
、「
我
が
町
松
崎
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
下
さ
り
、

実
際
に
子
供
た
ち
を
人
力
車
に
乗

せ
て
も
下
さ
い
ま
し
た
。
子
供
た

ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

　

四
回
目
の
学
校
歯
科
医
の
先
生

の
「
歯
の
健
康
」
に
つ
い
て
の
お

話
で
は
、
歯
の
標
本
を
使
い
な
が

ら
丁
寧
に
お
話
下
さ
り
、
改
め
て

歯
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
、
次
に
ど
ん
な
お

話
を
伺
え
る
か
毎
回
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

中
川
小
学
校

����������
（（1212月分）月分）

保 護 者性別氏名地区

中 村 克 巳男 洸 　 太 
コウ タ

中 区

山 本 正 直男 将 　 大 
マサ ト

峰

秋 葉 正 嗣女 琴 　 海 
コト ミ

伏 倉

鈴 木 智 也女 千 　 裕 
チ ヒロ

伏 倉

菊 地 美 紀男 涼 
リョウ

　 太 
タ

江奈４

おめでとうございます（出生）

おくやみ申し上げます（死亡）

（平成16年1月1日現在）

総人口 ８，７７７人（－１６）

　男　 ４，１７８人（＋２）

　女　 ４，５９９人（－１８）

世帯数 ３，１５９戸（－６）

転　入　１１人　転　出　２０人

出　生　５人　死　亡　１２人

��������

町の人口と世帯

　伊豆太陽農協で共販を始めたのは４年前からで、花麦の品質について

は日本一といわれています。今後は、生産量・出荷額日本一の和歌山県

に追いつきたいと考えています。そのためには、皆さんに一本でも多く

出荷していただきたいですね。

　他の花に比べて手が掛からない作物なので、高齢の方でも作付けでき

ます。これから伸びていく分野と思われますので、家でも作ってみよう

という方の参加をお待ちしています。

現在出荷量は国内第２位現在出荷量は国内第２位 ！！ 町内45軒が作付け中町内45軒が作付け中

西部営農センター・西部営農センター・新田雅彦新田雅彦さんさん

　近年、求人・求職が大幅に増えてい
る福祉職への就職相談会が開催されま
す。当日は、福祉職場の採用担当者と
の面接相談、求職登録相談が実施され
ます。
 【日　時】　２月２８日 （土）１３：００～
 【場　所】　ブケ東海　芙蓉 （１階）
　　　　　沼津市寿町７－３７
 【申込み】　１月２８日から電話受付開始
 【問合せ】　静岡社会福祉人材センター
　　　　　�０５４－２７１－２１１０

福 祉 就 職 相 談 会

松崎の特産品に！花麦松崎の特産品に！松崎の特産品に ！花麦花麦

届出人年齢氏　　名地区

芳　宦９３馬　場　ゆきゑ峰 輪

伸　隆６２西 川 憲 之伏 倉

はつゑ５６渡 � ス マ大 澤

道　明７９細　田　りさゑ峰 輪

高　志９４瀬 戸 喜 代中 区

明８０�　�　さく子岩 地

勝　彦９５内 田 き う中 区

眞８７長 島 雪 惠江奈２

山本ヨシミ７１金　田　ミヨシ金 沢

池田信夫６８山 本 達 雄道 部

紀　夫８５佐 藤 う め峰


